
学部名 理学部
学科名 化学生物環境学科
コース名 環境コース

【カリキュラム構成の基本方針】
化学生物環境学科では、化学・生物科学・環境科
学だけでなく数学・物理学・情報科学をも含む広
範囲なカリキュラムの中から、自らの目標に応じ
て幅広い基礎知識やコースにおける専門知識・技
能、さらにはそれらの応用・実践能力を修得する
よう、必修科目・選択必修科目・選択科目等を系
統的に履修していきます。専門を深く学ぶために
本学科には、化学コース、生物科学コース、環境
科学コースの3つのコースが設置されています。

【教育理念】
化学生物環境学科では、化学、生物科学、自然環境科
学が連携した理系共通基礎教育とそれらの実践的な専
門教育を通して、物質や生命とそれらをとりまく自然
環境を総合的にとらえる視野をもち、様々な分野で活
躍できる理系女性人材を育てることを目指します。

理学部のディプロマポリシー 理学部のカリキュラムポリシー 理学部のアドミッションポリシー
【卒業認定・学位授与の方針】
奈良女子大学理学部では、理学を通した教
養教育と専門教育を行います。理学は真理
探究を目的と したすべての自然科学の基盤
であり、今日の科学技術を支える礎です。
また、人類全体の文化的・知的財産でもあ
ります。理学部では、そのエッセンスを伝
え、学問をする楽しさを皆さんが実感でき
る教育の実現を目指しています。
皆さんの持っているさまざまな疑問や好奇
心を生かしそれらを成果として結実させる
ためには、理学に関するしっかりした学問
的素養を身につけ、その背後にある科学的
思考力と方法論を修得しなければなりませ
ん。本理学部では、長年培ってきた理学教
育の伝統を継承するとともに、新しい教育
方法を積極的に取り入れることにより、基
礎的内容から専門に特化した分野まで、系
統的で、実践的な教育を行っています。 こ
れにより自然に対する深い洞察力と的確な
判断力を備え、将来、大学・教育機関、公
的機関、企業等で活躍できる人材を育てる
ことを目標としています。
本理学部は、数学と物理学が融合・連携し
て教育を行う数物科学科と化学、生物科
学、環境科学が連携して教育を行う化学生
物環境学科の2学科体制を敷いています。そ
れぞれの学科において、体系的に構築され
たカリキュラムのもと、理学の本質を学
び、活発な研究活動を経験することによ
り、しっかりした科学の素養をもち、グ
ローバルな視点から様々な課題に挑戦でき
る能力を持った人材を育成します。

【カリキュラム構成の基本方針】
理学部のカリキュラムは教養科目と専門教育科目
から構成されています。教養科目では外国語科目
と保健体育科目が必修となっているほか、幅広い
教養を身につけるための科目を提供しています。
専門教育科目では、理学部の全体像や各学科や
コースで学ぶ内容を概論的に学ぶ学部共通科目や
学科共通科目を開講するとともに、それぞれの専
門を基礎から応用まで無理なく、順を追って学
修・修得できるように、各学科やコースごとに工
夫された科目構成になっています。

【教育理念】
理学部は、高いレベルの理学の教育、活発な研究活動
への参加体験および女性が学び研究しやすい環境での
自立的な活動を通じて、幅広い自然科学の素養にもと
づき、次世代の課題にリーダーとして取り組むことの
できる人材を社会に輩出することを目標としていま

す。

【身につけるべき力】
・数学・物理学・化学・生物学・環境科学
などの理学全般の広い素養
・理学の高いレベルの基礎科学の知識、そ
れらを応用して新しいものを作り出す創造
力
・実践的な研究活動を通じて新しく問題を
発掘する力や課題を解決する力
・専門知識をみんなと共有し、共同で課題
に挑戦できるコミュニケーション力と、そ
れを社会に生かす力

【教育の内容と方法】
・全学共通科目(基礎科目群、教養科目群)によ
り、幅広い一般教養を身につけることができま
す。
・1，2年次に学部共通、学科共通の開講科目の履
修により、数学、物理学、化学、生物学、環境科
学に関する基礎的な素養を身につけることができ
ます。
・学科・コース別に開講されている多くの専門科
目では、各分野の基礎から専門的で発展的な内容
までが網羅されており、各分野を深く理解し専門
的な事項を習得することができます。
・皆さんが能動的に学修や研究に参加する形式の
授業や実験・演習が多く準備されており、そこで
は理学を学ぶことを通じて、自らが思考して問題
解決に取り組む経験を積むことにより実践力を高
めことができます。
・海外短期留学や企業インターンの経験を積むこ
とにより、グローバルな視点や実践力を培うこと
ができます。
・最終年度に履修する「卒業研究」では、それま
でに学んだ専門知識に基づいて、卒業研究を行い
自ら研究する経験を積むとともに、その成果をひ
とりひとりが的確に説明する能力を高めます。

【求める学生像】
理学部では、自然科学の基礎である数学や物理学、化
学、生物学、環境科学に興味を持ち、将来それぞれの
分野において専門的な職業人として活動しようとする
意欲ある学生を求めています。入学後自然科学を広く
深く学ぶため、高等学校で、
・論理的思考能力の基礎となり、理学のどの分野の専
門教育をうけるにも基礎となる数学
・科学的思考と諸現象の科学的探究に不可欠な物理、
化学、生物の各科目、および
・自立的思考と他者とのコミュニケーションに欠かせ
ない国語や英語をバランスよく身につけておくことを
勧めます。

化学生物環境学科のディプロマポリシー 化学生物環境学科のカリキュラムポリシー 化学生物環境学科のアドミッションポリシー

【前提となる教育理念】
化学生物環境学科は、自然科学に関する幅
広い基礎知識や各コースの専門的な知識・
技能を修得し、急速に変化する現代社会の
理系分野において自ら課題を見出しその解
決に取り組むための能力を身につけるとと
もに、自然科学に関する基礎および専門知
識やそれらにもとづく論理的思考力を社会
で役立てるために必要なコミュニケーショ
ン能力を持つ人材の育成を目指していま
す。専門知識の習得の ために化学生物環境
学科は学科内に3つのコース(化学コース、
生物科学コース、環境科学コース)を設けて
います。
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科目番号 授業科目名 対象学生 開講期

教養科目群：大学
生活入門・パサー
ジュ

1回生以上 △

教養科目群：人間
と文化

1回生以上 △

教養科目群：生活
と社会

1回生以上 △

【身につけるべき力】
・自然科学に関する幅広い基礎知識に基づ
いて自然科学に関する事象を俯瞰し理解す
る能力
・専門分野の高度な知識や技能をもとに、
自ら課題を発見しその解決に取り組む能力
・基礎および専門知識やそれらにもとづく
論理的思考力を社会の様々な場面で役立て
るためのコミュニケーション力

【教育の内容と方法】
1年次では、主として学科共通科目や基礎的なコー
ス専門科目を履修し、自然科学に関する幅広い基
礎知識を修得します。
  2~3年次では、次第に専門性を高めつつ、コース
専門科目を系統的に履修し、専門的知識や技能を
身につけます。
  4年次には卒業研究や課題研究の履修を通して先
端研究に参画しながら、これまでに身につけた知
識や技能を実際に応用し実践する能力を培うとと
もに、学生自らが学び考えながら、課題を発見す
る力とそれらの解決に意欲的に取り組む能力を身
につけます。また、卒業研究発表等を学生が主体
的に行うことで、論理的思考力とそれらにもとづ
くコミュニケーション能力を培います。

【求める学生像】
化学生物環境学科では、自然科学全般への興味と高い
学習意欲を持ち、将来は社会において人類が直面する
諸問題の解決に取り組む意欲のある学生を求めます。
そのため、高校の数学や理科を広く学んでいること、
特に理科(物理、化学、生物、地学)の中から少なくと
も2科目を深く学習していることが必要です。また、
現代の自然科学を学習する上で英語は必要不可欠です
ので、十分な英語の能力を備えていることを希望しま
す。また、日本語を正しく理解し・表現する能力も当
然求められます。

カリキュラム

環境コースのディプロマポリシー 閑居コースのカリキュラムポリシー 環境コースの学習成果
【前提となる教育理念】
今我々は、ミクロからマクロまでの様々な
スケールの現象として発現する環境問題に
直面しています。環境科学コースは、この
ような環境問題の解決に、専門的知識と技
能を背景として社会で活躍で ＾きる人材を
育成することを目指しています。本コース
では下記のような能力の涵養を目指してい
ます。

【カリキュラム構成の基本方針】
奈良女子大学、理学部および化学生物環境学科の
カリキュラム•ポリシーのもと、環境問題の解決を
目指して社会で活躍できる人材の育成のため、環
境科学コースのカリキュラムでは、環境科学の専
門的知識と計算機利用のスキルの習得に重点をお
いています。

（◎=学習成果を上げるために履修することが特に強
く求められる科目、○=学習成果を上げるために履修
することが強く求められる科目、△=学習成果を上げ

るために履修することが求められる科目）

【身につけるべき力】 【教育の内容と方法】

•環境科学を学ぶ上で基礎となる自然科学と
数学の知識
•環境にかかわる多様な問題を理解するため
の専門的知識
•自然現象のモデル化やシミュレーションの
基礎となるプログラミングの知識と実践力
•環境科学に関する英語の教科書や論文を理
解できる能力
•卒業研究や課題研究における背景や解決す
べき問題点の理解、および研究を行うため
に必要な知識と技能
•研究成果をわかりやすく発表できるプレゼ
ンテーション能力と、質疑応答に対応でき
るコミュニケーション能力
•研究成果を論理的に記述する能力

•1年次には、化学、生物学、物理学、地球科学等
の自然科学と数学を学び、環境科学を学ぶ上で必
要な基礎知識を習得します。
•2〜3年次には、地球環境科学、モデリング、環境
化学、生態学などの専門科目を選択履修し、環境
科学の専門的知識を習得します。
•1〜3年次に計算機演習科目を履修することによ
り、自然現象のモデル化やシミュレーションの基
礎となるプログラミングの知識と実践力を習得し
ます。
•3年次には、環境科学に関する英語の教科書や論
文を理解する能力を身につけるための英語の演習
科目が履修できます。
•4年次には、研究室に分属し卒業研究や課題研究
を通して、環境科学の具体的問題に取り組むこと
により、これまでに身につけた知識や技能を実際
に応用し課題を解決する能力を高めます。同時
に、得られた成果の発表を通してプレゼンテー
ション能力や卒業論文や課題レポートの作成によ
り論述力を培います。

専門性 創造性

学習目標

・高校までの学習とは異なる、大学
ならではの学びとはどのようなもの
か理解する。
・奈良女子大学の教員が行っている
研究の最先端に触れ、学問の世界を
体験する。

人間と文化に関する幅広い知識を体
系的に理解する。
柔軟かつ論理的に思考する力を身に
付ける。
自ら課題を発見する力を身に付け
る。
生活と社会に関する幅広い知識を体
系的に理解する。
柔軟かつ論理的に思考する力を身に
付ける。
自ら課題を発見する力を身に付け
る。



教養科目群：人間
と自然

1回生以上 △

教養科目群：グ
ローバル教育科目

1回生以上 △

現代社会と職業 1回生以上 △

外国語科目 1回生以上 ◎

健康運動実習 1回生以上 ◎

情報処理入門 1回生以上 ○

2100011E1
グローバル理系女
性育成国際サマー
キャンプ

1-4回生 前期集中 △ △

2100012E1 数物の探求 1回生 後期不定期 △

2100001E2
サイエンス・オー
プンラボⅠ（Ａ）

2回生 不定期

2100002E2
サイエンス・オー
プンラボⅠ（Ｂ）

2回生 不定期

2100003E2
サイエンス・オー
プンラボⅠ（Ｃ）

2回生 不定期

人間と自然に関する幅広い知識を体
系的に理解する。
柔軟かつ論理的に思考する力を身に
付ける。
自ら課題を発見する力を身に付け
る。

海外からの受け入れ学生との学修を
通じて各人の専門性を深める。英語
学習へのモチベーションを高め、異
文化理解・コミュニケーション能力
を向上させる

・数学と物理に関わるアプローチ法
を体験し，実践的方法論を身につけ
る．

・複眼的視座を涵養し，論理的思考
力を鍛える．

・議論を通した科学的検証法を学
ぶ．

理学部が行う地域貢献等の活動に能
動的に参加することにより「各自の
専門分野に対する幅広い知識とモチ
ベーション」、「コミュニケーショ
ン能力」を身につけてゆく。

演示実験や工作が意図した動作をす
るためには、材料や手順などが基本
法則をもとにした定量的な見積もり
を伴う必要があることを体験すると
ともに、その過程で科学や技術を
チームで進める現場に必要なコミュ
ニケーション能力を養う。さらに展
示・実演とその結果を発表する経験
を通してプレゼンテーション能力の
育成を図る。

異なる文化や価値観に触れ、国際性
の涵養と外国人とのコミュニケー
ションをとる力を身に付ける。

キャリア教育全体の基礎となる科
目。働きつつ生きることの意味や、
その舞台としての現代社会の仕組み
を理解する。

ボーダーレス化、多極化する世界の
中で、様々な情報源から現在を読み
取り、そこでの自分の位置と進路を
見定める力を身に付ける。
言語を通じて異文化への理解を深
め、コミュニケーション能力を向上
させる。

・運動・スポーツの実践が健康の維
持・増進に与える効用について理解
する。
・体力測定や各種調査の自己分析を
通じて自らの身体への理解を深め
る。
・仲間とのコミュニケーションをは
かり、主体的に運動・スポーツにか
かわる態度を身につける。

・情報倫理と情報セキュリティの考
え方を身につける
・様々な情報システムを安全かつ有
効に使う方法を理解する

課題研究における計画・立案、調
査、実験、考察といった一連の流れ
を通じて、化学の方法や問題を解決
するための論理的思考能力を身に着
ける。また課題研究発表会などのプ
レゼンテーションを通じて自らの意
見を論理的に主張できるようにな
る。



2100004E1
サイエンス・オー
プンラボⅠ（Ｄ）

1回生 不定期

2100005E2
サイエンス・オー
プンラボⅠ（Ｅ）

2回生 不定期 ○ ○

2100006E3
サイエンス・オー
プンラボⅡ（Ａ）

3回生 不定期

2100007E3
サイエンス・オー
プンラボⅡ（Ｂ）

3回生 不定期

2100008E3
サイエンス・オー
プンラボⅡ（Ｃ）

3回生 不定期

2100009E2
サイエンス・オー
プンラボⅡ（Ｄ）

2回生 不定期

課題研究における計画・立案、調
査、実験、考察といった一連の過程
をより高いレベルで遂行できるよう
になる。物事の全体像を客観的にと
らえ、適切なアドバイスを他者に与
えられるようなリーダー的素養を身
に着ける。また課題研究発表会など
のプレゼンテーションを通じて自ら
の意見を論理的に主張できるように
なる。

企画の立案・準備・実施の過程での
経験を通じて、自らの興味に基づき
自発的に情報を探索し、それを組織
化して発信できるようになる。そう
した経験を通じて自発的な知識の探
究と創造の重要性を認識することに
より、学習・研究に主体的に取り組
む意欲・態度が強化される。また、
準備段階での連絡調整や来場者との
応対を通じて「計画力」、「コミュ
ニケーション能力」、「実行力」が
高まる。さらに、自分たちの活動が
学年、学科といった枠を超えて連鎖
してゆく姿を体験するなかで主体的
にふるまうことを通じ、「理系の
リーダーとしての資質」を身につけ
てゆく。

企画の立案・準備・実施の過程での
経験を通じて、自らの興味に基づき
自発的に新たな知識を探究し、それ
を組織化して発信できるようにな
る。そうした経験を通じて自発的な
知識の探究と創造の重要性を認識す
ることにより、学習・研究に主体的
に取り組む意欲・態度が強化され
る。さらに、準備段階での連絡調整
や来場者との応対を通じて「計画
力」、「コミュニケーション能
力」、「実行力」が高まる。

企画の立案・準備・実施の過程での
経験を通じて、自らの興味に基づき
自発的に新たな知識を探究し、それ
を組織化して発信できるようにな
る。そうした経験を通じて自発的な
知識の探究と創造の重要性を認識す
ることにより、学習・研究に主体的
に取り組む意欲・態度が強化され
る。さらに、準備段階での連絡調整
や来場者との応対を通じて「計画
力」、「コミュニケーション能
力」、「実行力」が高まる。

理学部が行う地域貢献等の活動に能
動的に参加、特にこれらの活動が学
年、学科といった枠を超えて連鎖し
てゆく姿を体験することにより「理
系のリーダーとしての資質」を身に
つけてゆく。

演示実験や工作が意図した動作をす
るためには、材料や手順などが基本
法則もとにした定量的な見積もりを
伴う必要があることを体験するとと
もに、その過程で科学や技術をチー
ムで進める現場に必要なコミュニ
ケーション能力を養う。特に、サイ
エンスオープンラボの二回目の受講
であることから、サイエンスオープ
ンラボI(B)を受講する学生に経験に
もとづいたアドバイスを与える指導
力の発揮を期待する。さらに報告会
における結果発表を通してプレゼン
テーション能力の育成を図る。



2100010E3
サイエンス・オー
プンラボⅡ（Ｅ）

3回生 不定期 ○ ○

2220001A1
化学生物環境学入
門

1回生 前期 ◎

2220002A1 微分積分学概論 I 1回生 前期 △

2220003A1 線型代数学概論 I 1回生 前期 △

2220004A1
微分積分学概論
II

1回生 後期 △

2220005A1
線型代数学概論
II

1回生 後期 △

2220006A1 基礎の物理（B) 1回生 前期 ○

2220007A1 現代の物理（B) 1回生 後期 ○

企画の立案・準備・実施の過程での
経験を通じて、自らの興味に基づき
自発的に新たな知識を探究し、それ
を組織化して発信できるようにな
る。そうした経験を通じて自発的な
知識の探究と創造の重要性を認識す
ることにより、学習・研究に主体的
に取り組む意欲・態度が強化され
る。さらに、準備段階での連絡調整
や来場者との応対を通じて「計画
力」、「コミュニケーション能
力」、「実行力」が高まる。 これら
の活動が学年、学科といった枠を超
えて連鎖してゆく姿を体験すること
により「理系のリーダーとしての資
質」を身につけてゆく。

高校で学んできた「理科」と大学で
学ぶ「科学」の違いについて理解
し、大学における専門教育をスムー
ズに開始できるようにする。化学
コース、生物科学コース、環境科学
コースのそれぞれのコースにおいて
どのような研究が行われているの
か、その研究を開始するためにどの
ような学習が必要になるのかを理解
する。

講義の内容を予習・復習し、教科書
の演習問題を解くことによって、基
礎的内容の理解定着を図る。さら
に、講義内容を吟味したり、諸概
念・諸性質の意味を考えたり、諸定
理の仮定がみたされない場合にどの
ような結論が得られるかを考察した
り等、創造的に頭を働かせ、理解を
より深めるように努める。

線形代数学は微分積分学とともに自
然科学の基礎を支える分野であり、
その応用範囲は多岐にわたる。本講
義の前半では行列の基本変形を用い
た連立一次方程式の解法を身につ
け、後半では行列式や逆行列を使い
こなして連立一次方程式が解けるよ
うになることを目指す。

講義の内容を予習・復習し、教科書
の演習問題を解くことによって、基
礎的内容の理解定着を図る。さら
に、講義内容を吟味したり、諸概
念・諸性質の意味を考えたり、諸定
理の仮定がみたされない場合にどの
ような結論が得られるかを考察した
り等、創造的に頭を働かせ、理解を
より深めるように努める。

一次独立・一次従属の概念に習熟す
る。線形空間の基底や線形写像の像
と核が求められるようになり、連立
一次方程式との関係を理解する。ま
た、固有値や固有ベクトルを求めた
り、行列を対角化したりできるよう
になることを目指す。

この講義の目的は、身の回りにあり
目に見える大きさの物体の運動や性
質を、物理学の観点から統一的に理
解する事である。

量子力学と相対性理論の基本的な考
え方を理解する。微視的な世界の物
理法則を記述する量子力学によっ
て、原子、分子、気体、固体の性質
がどのように理解できるかについて
学ぶ。また、相対性理論の基本的な
考え方と学び、それによれば、速度
が光速に近い世界の物理法則が日常
の経験とは食い違ったものになるこ
とを理解する。



2220008C2
物理学実験１
（B）

2回生 後期 △ △

2220009C1
化学基礎実験１
（B)

1回生 後期 △ △

2220010C2 化学基礎実験２ 2回生 前期 △ △

2220011C2 化学基礎実験３ 2回生 後期 △ △

2220012A1 基礎化学Ⅰ 1回生 前期 ○

2220013A1 基礎化学Ⅱ 1回生 前期 ○

2220014A1 基礎化学Ⅲ 1回生 後期 ○

身近な物理現象を、実験を通じて体
験することにより、自然科学に対す
る素朴な疑問を持つ姿勢を身に付け
る（態度・志向性）と共に、物理学
の基本法則や原理を理解する（知
識・理解）。用いる実験装置は、先
人が見出した極めて単純な装置ばか
りで、その原理を知ることで「自然
はシンプルで明解である」ことが体
得できる。

化学実験の概要，化学安全教育，化
学実験の基本操作など実験を行うた
めの基本事項を学ぶ。無機および有
機定性実験を通して，実験器具の名
称や使用方法を学び，化合物の分
離，定性，確認の基本操作を習得す
る。コンピュータ実習では，コン
ピュータを用いた実験データの処理
法を理解する。

有機，無機，物理化学に関する基礎
的な実験手法を身につけ，基礎的な
化学の知識を修得する。

計画立案，結果の考察，レポート作
成等により，論理的な考え方を身に
つける。

安全教育により安全や環境への配慮
および社会的な責任を自覚する。

実験１：容量分析法の基本操作を修
得し，酸塩基平衡の基礎理論を学習
する。

実験２：天然物からの目的成分抽出
と精製法を学ぶ。

実験３：有機化学実験における基本
操作（加熱還流，抽出，減圧蒸留，
再結晶等）を修得する。

実験４：無機化学実験における基本
操作（加熱攪拌，ろ過，再結晶等）
を修得する。

まず原子の構造と基礎量子論につい
て学び、波動方程式から導かれる水
素原子の電子状態について理解す
る。さらに、周期表の成り立ちと原
子・分子の周期的性質について学習
し、系統的理解を得る。

以下３点を中心に化学平衡論に基づ
いて物質を定量的に考える能力を習
得する。

１．分析化学で用いる誤差や濃度に
ついて理解し、自らの判断で必要に
応じた数値を計算できる。

２．化学平衡の理論を正しく理解す
る。

３．化学反応（酸塩基反応、沈殿形
成、錯形成、酸化還元反応など）に
よる状態変化について理解し、必要
な計算ができる。

原子軌道の知識を背景に，『共有結
合』の基礎的理解を与えるルイス式
を学習した後，分子軌道の初歩的考
え方について二原子分子を中心に学
習する。さらに，価電子対反発則や
混成軌道の概念（原子価結合法）を
導入することにより，比較的簡単な
分子の立体構造と電子状態について
学習する。金属結合，イオン結合，
水素結合等の化学結合についても基
礎的理解を得る。



2220015A1 基礎化学Ⅳ 1回生 後期 △

2220016A1
化学のための物理
Ⅰ(a)

1回生(高校
で物理履修

者)
前期 ○

2220017A1
化学のための物理
Ⅰ(b)

1回生(高校
で物理未履

修者)
前期 ○

2220018A1
化学のための物理
Ⅱ

1回生 後期 ○

2220019A1 化学概論Ⅰ 1回生 前期 △

2220020A1 化学概論Ⅱ 1回生 後期 △

2220021A1 基礎細胞生物学 1回生 前期 △

2220022A1 生物多様性学 1回生 後期 △

2220023B2 生物環境科学演習 2回生 後期 ○

電磁気については、電気・磁気に対
するクーロンの法則、と電気双極
子・磁気双極子、電場・磁場につい
て理解させる。また、振動・波動に
ついて基本的な理解を習得させ、最
後に電磁波を理解させる。

１）分子に関する化学を学ぶ上で必
要な化学の基礎的な知識と理解を身
につける。

２）有機化合物がいかに多くの種類
に分類される物質群から成り立って
いるかを理解する。

３）個々の有機化合物の性質・反応
性を理解する。

分析化学、物理化学、溶液化学、化
学熱力学などの基礎項目を習得する
ことで、高等学校で学んだことをさ
らに深く理解し、他の科学の分野に
も応用できる幅広い知識を身につけ
る。

生物学を専門的に学ぶ基礎として、
“生命の単位である細胞”に関する
基礎知識を習得する（知識・理
解）。レポート作成を通して、論理
的な文章や科学的な記載を習得する
（汎用的技能）。

生物を構成する分類群の特徴を理解
するとともに、分類学の基本的な考
え方や原理を習得する（知識・理
解）

高校の化学と大学の化学の違いを理
解し，大学で扱う有機化学の全体像
を俯瞰する。

有機化合物の構造をオクテット則や
電気陰性度，共有結合やイオン結合
の概念を用いて理解する。

有機反応の機構を電子の移動という
観点から理解する。

古典力学の基礎としてニュートンの
運動方程式（微分方程式）を用いて
物体の運動を理解し，さらに，力と
仕事の関連から位置エネルギーの概
念を学び力学的エネルギー保存則を
理解する。このような手法を等速円
運動や単振動に適用し，振動に関す
る微分方程式の解法についても基礎
的理解を得る。

古典力学の基礎としてニュートンの
運動の３法則を学ぶ。特に運動方程
式について理解するとともに微分方
程式を利用した方法で物体の運動を
学ぶ。さらに力学的エネルギーの基
本的概念として運動エネルギーと位
置エネルギーについて学び、力学的
エネルギー保存則を理解する。

英語で科学的文章を理解すること
（知識・理解）。それを要約し、効
率よく他人に伝達すること（論理的
思考・表現力）。共通のテーマにつ
いて集団で議論し、一定の結論を導
くこと（コミュニケーション・スキ
ル）。



2220024B1
生物環境科学基礎
演習IB

1回生(生物
科学ｺｰｽ以

外)
前期 ○

2220025B1
生物環境科学基礎
演習IIB

1回生(生物
科学ｺｰｽ以

外)
後期 ○

2220026D1
生物環境科学基礎
実習IB

1回生(生物
科学ｺｰｽ以

外)
前期 ○

2220027D1
生物環境科学基礎
実習IIB

1回生(生物
科学ｺｰｽ以

外)
後期 ○

2220030A1 基礎生物学１ 1回生 前期 ○

2220031A1 基礎生物学２ 1回生 後期 △

2220032C3 生物学実験（B） 3回生 前期集中 △

生理学、生態学、形態学、分類学の
領域を中心に、植物科学および動物
科学の基礎的な内容を理解する。

生物の生命活動のしくみが現代生物
学でいかに解明されているか、その
枠組みを物質や細胞、遺伝子の概念
を中心に理解する。学生が生化学・
分子生物学の豊かな知識を獲得、理
解し（知識・理解）、それを基に生
命現象を理解するための基礎的なス
キルを身につける（汎用的技能）。

中学校及び高等学校での生物教育に
必要な生化学、生理学、分類学、形
態学の基本的な実験手法を実践を通
じて学ぶ。また、実験結果の考察を
通じて、生物が生きていく基本的な
仕組みを理解できるようになる。そ
のために、下記の６つの実験課題を
行う。本講義を受講することによ
り、正しい実験方法と分析技術を身
につけ（汎用的技能） 安全や環境へ
の配慮など社会的責任を自覚しつつ
（態度・志向性） 協調して問題を解
決することができる（態度・志向
性）。

本演習では生物・環境科学に必要な
レポートの書き方など基本的な技
術・作法を身につけるとともに、情
報検索・データ解析・結果の取りま
とめと提示に関する基本的な技術を
習得する（汎用性スキル、コン
ピュータ活用を含む）。また、学習
者・研究者として守るべき倫理的な
ルールについても学ぶ（態度・志向
性）。併せて、互いに協力して作業
にあたる中で、コミュニケ―ション
力（汎用性スキル）やチームワー
ク、リーダーシップを養う（態度・
志向性）。

本演習では生物・環境科学に必要な
レポートの書き方など基本的な技
術・作法を身につけるとともに、情
報検索・データ解析・結果の取りま
とめと提示に関する基本的な技術を
習得する（汎用的技能、コンピュー
タ活用を含む）。また、学習者・研
究者として守るべき倫理的なルール
についても学ぶ（態度・志向性）。
併せて、互いに協力して作業にあた
る中で、コミュニケ―ション力（汎
用的技能）やチームワーク、リー
ダーシップを養う（態度・志向
性）。

本実習では生物・環境科学を学ぶた
めに必要とされる実験・観察方法の
基本的な技術を習得する（汎用性ス
キル）。また、得られた実験データ
を処理し、生物・環境科学の情報を
分析、評価するための基本的な手法
（コンピューター活用を含む）につ
いても学ぶ。実習を通して自然に対
する理解を深め（知識・理解）、互
いに協力して実習にあたる中で、コ
ミュニケ―ション力（汎用性スキ
ル）やチームワーク、リーダーシッ
プを養う（態度・志向性）。

本実習では生物・環境科学を学ぶた
めに必要とされる実験・分析方法の
基本的な技術を習得する（汎用的技
能）。また、得られた実験データを
処理し、生物・環境科学の情報を分
析、評価するための基本的な手法
（コンピューター活用を含む）につ
いても学ぶ。実習を通して自然に対
する理解を深め（知識・理解）、互
いに協力して実習にあたる中で、コ
ミュニケ―ション力（汎用的技能）
やチームワーク、リーダーシップを
養う（態度・志向性）。



2220033C3 生物学実験（C） 3回生 前期集中 △

2220034A2 生態学 2回生 後期 ○

2220035D2 生態学実習 2回生 前期 ○

2220036D2 環境生物学実習 2回生 後期 △

2220037D1
森林生物学野外実
習

1回生 前期集中 ○

2220038D1
河川生物学野外実
習

1回生 前期集中 ○

2220039D1
海洋生物学野外実
習

1回生 前期集中 ○

2220040A1
環境科学基礎プロ
グラミング

1回生 前期 ◎

2220041B1
環境科学基礎プロ
グラミング演習

1回生 前期 ◎

2220042A2 生物環境統計学 2回生 前期 ○ ◎

2220043A1
化学生物環境数学
１

1回生 前期 ◎

中学校及び高等学校での生物教育に
必要な生化学、生理学、分類学、形
態学の基本的な実験手法を実践を通
じて学ぶ。また、実験結果の考察を
通じて、生物が生きていく基本的な
仕組みを理解できるようになる。そ
のために、下記の６つの実験課題を
行う。本講義を受講することによ
り、正しい実験方法と分析技術を身
につけ（汎用的技能） 安全や環境へ
の配慮など社会的責任を自覚しつつ
（態度・志向性） 協調して問題を解
決することができる（態度・志向
性）。

生態学で扱われる領域を理解し、生
態学上の基本的な諸概念とその考え
方を修得する。

C言語の構文の理解を通じて、プログ
ラミング一般に関する基礎を習得す
ることを目標とする。

環境科学基礎プログラミングで講義
するC言語を用いて、実際にプログラ
ムを書き、実行することを通じて環
境科学基礎プログラミングの講義内
容を深く理解することを目標とす
る。

統計的推定と検定の原理を理解し，R
を使用してデータを分析できる．

行列の行列式，固有値，固有ベクト
ル等の性質を理解し，自然科学に現
れる連立１次方程式，線形差分方程
式等を解けるようになる．

生態学の基礎的な考え方および研究
手法を学び，結果のまとめや考察を
行う（自然に関する知識の理解，お
よび数量的技能）。それらについて
レポート等を通じて論理的に分かり
やすく表現する力を付ける（論理的
思考・表現力）。

生物は様々な環境情報を受容し、周
囲の環境に対応する能力をもつ。本
実習では、動物の感覚あるいは植物
の光応答を調べることで、生物のも
つ環境認知・応答能力、環境応答の
仕組みとその生物学的意義について
理解を深める。

基礎的な生物観察の体験を通じて、
植物生態学の基礎に関する豊かな知
識を獲得（知識・理解）し、野外調
査に関する正しい知識と方法、技術
を身につける（汎用的技能）。さら
に、結果の取りまとめを通じて事実
を基に論理的に考え、表現すること
ができる能力（汎用的技能）を身に
つける。

　野外，とくに河川生態系の機能的
側面についての，野外調査・観測・
実験の手法を習得するとともに（汎
用的技能），生態系の基本的な構造
と機能についての理解を深める（知
識／理解）。また，野外調査と経時
的観測に必要な，技術と応用力，推
察力，分析力を養う

様々な海洋環境を持つ瀬戸内海には
多様な生物が生息していることを学
び。環境の多様性が生物の多様性に
も関係していることを理解する。



2220044A1
化学生物環境数学
２

1回生 後期 ◎

2220046A1
地球環境科学２
（B)

1･2回生 後期 ◎

2220047C1 地学実験Ⅰ（B) 1回生 後期 ◎

2220048C1 地学実験Ⅰ（C) 1回生 前期 ◎

2220049C3 地学実験Ⅱ（B) 3･4回生 前期集中 ◎

2220050A1 地学概論１（B) 1･2回生 前期 ○

2220052A2 生命圏の地球化学 2回生 後期 ◎

2220028E1
生物環境科学基礎
演習Ⅰ

1回生 前期 ○

微積分と微分方程式の計算法を身に
付けその自然科学へ応用できるよう
になる．

　地球表層におけるミクロスケール
からマクロスケールまでの生物が駆
動する物質循環過程について包括的
に理解する。さらに、特に森林生態
系を例とし、より具体的な生物と環
境の相互作用のあり方について学
ぶ。

本科目では生物・環境科学を学ぶた
めに必要とされる実験・観察方法や
レポートの書き方など基本的な技
術・作法を身につけるとともに、情
報検索・データ解析・結果の取りま
とめと提示に関する基本的な技術を
習得する（汎用性スキル、コン
ピュータ活用を含む）。また、。実
習を通して自然に対する理解を深め
（知識・理解）、学習者・研究者と
して守るべき倫理的なルールについ
ても実践的に学ぶ（態度・志向
性）。併せて、互いに協力して作業
にあたる中で、コミュニケ―ション
力（汎用性スキル）やチームワー
ク、リーダーシップを養う（態度・
志向性）。

地球ならびに、その大気の基本的な
特徴について理解し、気象学の基礎
的な知識を身につける。

授業中に行う実験・観察などを通じ
て、地学分野の知識を幅広く身につ
けること。また、地学分野の研究手
法に触れ、自らの手を動かすこと
で、実際に自分の力でデータの取
得・整理・解析を行うこと。テーマ
としては、測地、気象、天文、並び
に地球環境一般を取り上げる。

授業中に行う実験・観察などを通じ
て、地学分野の知識を幅広く身につ
けること。また、地学分野の研究手
法に触れ、自らの手を動かすこと
で、実際に自分の力でデータの取
得・整理・解析を行うこと。テーマ
としては、測地、気象、天文、並び
に地球環境一般を取り上げる。

地球科学および宇宙科学に関する計
算機演習1課題と実習1課題を用意し
た。計算機演習では、大気現象や物
質循環への理解や宇宙の構造の理解
を目的とした計算機演習を行う。ま
た、野外実習では、大気計測の原理
を学び、観測装置の利用と結果の分
析を通して、自然現象をどのように
捉えることができるのかについて理
解する。

　「地球環境」は常に変化するもの
であり、必ずしも「正しい状態」が
存在するわけではない。また、地球
科学を含め自然科学全般について、
我々はすべてを知っているわけでは
なく、また、仮にすべての法則を
知っていても将来を完全に予測する
ことは不可能である。このような現
実を正しく理解することを目標とす
る。



2220029E1
生物環境科学基礎
演習Ⅱ

1回生 後期 ○

2223001A1 環境科学概論 1回生 後期 ◎

2223002E1
環境科学応用プロ
グラミング

1回生 後期 ◎

2223003E2
環境科学応用プロ
グラミング演習

2回生 前期 ◎

2223004A2 数値計算法 2回生 前期 ◎

2223005A3 環境機能化学 3回生 前期 ◎

2223006A3 環境分析化学 3回生 後期 ◎

2223007A3 環境生物化学 3回生 後期 ◎

2223008A3
グリーンケミスト
リー

3回生 前期 ◎

本演習では生物・環境科学を学ぶた
めに必要とされる実験・分析方法の
基本的な技術を習得する（知識・理
解）。また、得られた実験データを
処理し、生物・環境科学の情報を分
析、評価するための基本的な手法
（コンピューター活用を含む）、レ
ポートの作成法、および実験結果を
わかりやすくまとめ発表する（プレ
ゼンテーション）技術を学ぶ（汎用
的技能）。そして、自然に対する理
解を深め（知識・理解）、互いに協
力して実習および発表準備にあたる
中で、コミュニケ―ション力（汎用
的技能）やチームワーク、リーダー
シップを養う（態度・志向性）。

環境科学コースを構成する教員の分
野と研究を紹介することで，環境科
学の様々な分野の概観とその位置付
け、それぞれの分野でどのような研
究が行われているかを学生が理解す
ることを目的とする。特に環境科学
コースの学生はこの授業を通じて、
卒業研究のそれぞれの分野がどのよ
うなものかを理解し、2回生以降の履
修科目の選択の参考にしてほしい。

C言語の基礎を理解し、それをプログ
ラミングとして応用する。また、代
表的なアルゴリズムを理解し、応用
できるようになる。

受講生はグリーンケミストリーの定
義と意義について理解する。さらに
グリーンケミストリーの方法論に基
づいて化学反応をデザインするため
の基礎知識を習得する。

受講生は演習問題を解くことによっ
て、数値計算についてのプログラミ
ングができるようになることを目標
とする。

本講義を通して基礎的な数値計算手
法を理解する（知識・理解）

筆記や電卓演習を通して、数値計算
の基礎的スキルを身につける（汎用
的スキル）

環境科学におけるシミュレーション
の重要性を理解する

環境機能化学に関連する化学の基礎
を学ぶとともに，衣食住をはじめ私
たちの生活に密接に関係のあるいろ
いろな分野で活躍するさまざまな機
能性物質，とくに界面活性剤につい
て学び，それらの化学的役割を理解
する。また，環境と化学物質との関
わりについての理解を深める。

講述される各機器分析法を有効に活
用できるように各機器分析法の原
理、装置概要および特徴について理
解する。また、これらの各機器の分
析結果の簡単な解析ができるように
なることを目標とする。

生命現象に直結するタンパク質の構
造と機能、DNA による遺伝情報の保
存と複製、酵素の触媒作用などを有
機化学の立場から理解する。また、
有機化学が生化学など生命科学の基
礎学問として非常に重要であること
を認識したい。



2223009A3 大気化学入門 3回生 後期 ◎

2223010A3 環境リスク論 3回生 前期 ◎

2223011A3 個体群動態の数理 3回生 前期 ◎

2223012A3
生物環境科学特論
１

3回生 前期前半 ○ ○

2223013A3
生物環境科学特論
２

3回生 後期前半 ○ ○

2223014A3
生物環境科学特論
３

3回生 前期後半 ○ ○

2223016A3
生物環境科学特論
５

3回生 後期後半 ○ ○

2223017A3
生物環境科学特論
６

3回生 前期後半 ○ ○

2223018A3 保全生物学 3回生 後期 ◎

大気科学分野の中でも地球環境問題
と最も密接で近年めざましい発展を
遂げている「大気化学」について理
解する。大気中におけるオゾンや二
酸化炭素など、大気環境に深く関係
する大気中成分の変動の現状とその
化学反応過程・輸送過程などについ
て理解する。

　人間活動に付随して生じる様々な
環境リスクを学び、リスク計算を実
践することで、科学的な視点から環
境問題の本質を見定め自ら解決策を
思考する力を養う。

生態系における個体群動態及び進化
動態の基礎的な数理モデルの解析・
シミュレーション方法について修得
する。実験・観察に基づく事実から
本質を抽出し、抽象的な数式として
表現した数理モデルを自ら組み立
て、モデルの振る舞いを解析的もし
くはコンピュータシミュレーション
によって解析する方法を修得する。

各教員が直接手がけてきた，あるい
は現在進めている研究内容について
学び，それらの研究の生物学・環境
科学における位置付けを認識するこ
とで，当該分野で行われている研究
活動の全体像を把握する。併せて，
卒業研究の希望課題を決めるに当
たっての基本的情報を得ることも目
的とする。

動物のもつ感覚の内、特に光感覚に
ついて、そのメカニズムや多様性に
ついて学ぶことで、生物学への興味
を高めて、より積極的に自ら学ぶこ
とができるようになる。

多くの植物に寄生し，いたるところ
に存在しているもかかわらず見過ご
されている潜葉性昆虫を多面的に理
解し（知識・理解），また農業害虫
となっている種の生態も学ぶ（応用
力）。

植物の繁殖生態やその多様性に関す
る知識を豊かにし，様々な植物の形
質について，論理的な考察ができる
能力を身につける．

まず、微生物代謝の多様性について
の生態学的とゲノム科学的な位置づ
けを理解する。次に、ゲノムや遺伝
子の進化の要因として、個々の細胞
に内在するものと細胞間の相互作用
によるもの、そして、遺伝子保持の
安定性について、また、分子進化の
系統樹の作製原理を知った上で実践
的な活用能力を身につける。これら
を応用して、最新の研究を論理的に
理解するための基盤を形成する。

１．生物多様性の減少の実態とその
原因を把握する（自然に関する知識
の理解）。

２．生物の保全に必要な理論を学
び，実践のための方策を理解する
（社会と自然に関する知識の理
解）。

３．実例について主体的に学び，利
害関係が対立することの多い保全生
物学の問題における意思決定プロセ
スについて考える（汎用的技能）。



2223019A2
環境科学実践プロ
グラミング

2回生 後期 ◎

2223020B2 環境数学演習 2回生 後期 ○

2223021C3
環境科学計算機実
験

3回生 前期 ◎ ○

2223022A3 光の大気環境学 3回生 前期 ◎

2223023A3
陸域リモートセン
シング

3回生 後期 ◎

2223024A3
大気環境データ処
理

3回生 後期 ◎

2223025A3 数理モデリング 3回生 後期 ◎

2223026A3
Javaとモバイルプ
ログラミング

3回生 後期 ○

2223027B3
実践環境科学英語
演習Ⅰ

3回生 前期 ◎ ○

2223028B3
実践環境科学英語
演習Ⅱ

3回生 後期集中 ◎ ○

2223029F4
卒業研究Ⅰ（環境
科学）

4回生 前期 ◎ ◎ ◎

2223030F4
卒業研究Ⅱ（環境
科学）

4回生 後期 ◎ ◎ ◎

環境科学の研究上必要な画像，気
象，実験および調査データ等の統計
処理，解析をC言語によるプログラミ
ングを用いて行えるようになるこ
と，多量のデータを一括処理できる
ようになること，gnuplotを用いて解
析結果や関数をグラフ化することが
できるようになること，LaTexを用い
て解析結果のレポートを作成できる
ようになることを目標とする。

環境科学を学ぶために必要最低限な
数学能力（特に計算能力）を身につ
けることを目標とする。

受講生は数値シミュレーション並び
に大規模データ処理一般について修
得する。これらの計算処理を行うプ
ログラムを自ら構築することを目標
とする。

受講生は大気環境における光学現象
や気候変動、そして大気環境の光計
測について理解する。

受講生は，人工衛星や航空機に搭載
されたセンサの基本特性について学
び，これらセンサにより得られた画
像データ，それらの利用例について
理解する。また，画像データとあわ
せて利用される地理情報システムの
基礎とその利用について理解する。

研究課題に対して、研究を遂行する
力・研究内容を論文にまとめる力・
わかりやすく発表する力を習得す
る。

研究課題に対して、研究を遂行する
力・研究内容を論文にまとめる力・
わかりやすく発表する力を習得す
る。

大気に関する基礎知識を学んだうえ
で、様々なデータの処理方法を身に
つけ、データの種類に応じた適切な
処理ができるようになること。ま
た、実データに触れることを通し
て、大気環境科学の知識を実践的に
身につけること。

生物の様々な性質とその進化を説明
する数理モデルにどのようなものが
あるかとその解析法を知る．また，
個体ベースモデルを用いて個体群動
態，空間移動のシミュレーションを
行うことができるようになる．

Java言語によるオブジェクト指向プ
ログラミングの理解．アプリケー
ション作成のための GUI を使ったプ
ログラミングの習得．

理系の英語に特有な単語や言い回
し、数式、グラフや図の読み方など
の基礎的内容をを学習し、平易な英
語の文章を読んで理解することを目
標とする。

環境科学に関連する多様な研究分野
における代表的な英語書籍や論文を
通読する。汎用的な知識を身につけ
るとともに、概要を英語でとりまと
めて発表する作業を通じ、実践的な
英語の能力を深めることが目標であ
る。



2223031F4
卒業研究Ⅲ（環境
科学）

4回生 後期 ◎ ◎ ◎

2223032F4
卒業研究Ⅳ（環境
科学）

4回生 前期 ◎ ◎ ◎

2223033F4
課題研究Ⅰ(環境
科学)

4回生 前期 ○ ○

2223034F4
課題研究Ⅱ(環境
科学)

4回生 後期 ○ ○

2223035F4
課題研究Ⅲ(環境
科学)

4回生 後期 ○ ○

2223036F4
課題研究Ⅳ(環境
科学)

4回生 前期 ○ ○

課題研究に対して、研究を遂行する
力・研究内容をまとめる力・わかり
やすく説明する力を習得する。

課題研究に対して、研究を遂行する
力・研究内容をまとめる力・わかり
やすく説明する力を習得する。

課題研究に対して、研究を遂行する
力・研究内容をまとめる力・わかり
やすく説明する力を習得する。

研究課題に対して、研究を遂行する
力・研究内容を論文にまとめる力・
わかりやすく発表する力を習得す
る。

研究課題に対して、研究を遂行する
力・研究内容を論文にまとめる力・
わかりやすく発表する力を習得す
る。

課題研究に対して、研究を遂行する
力・研究内容をまとめる力・わかり
やすく説明する力を習得する。


